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オーストラリア先住民とは 
私の専門はオーストラリアの先住民研究です。オーストラリアの先住民はオーストラリア大陸とその周

辺の島々に西洋人入植以前より住んでいた人々の子孫である「アボリジナル」と、オーストラリアとパ

プアニューギニアの間にあるトレス諸島の先住民である「トレス海峡諸島人」に大きく分かれますが、

前者の方を中心に研究してきました。アボリジナルのルーツとなる人びとは約5-6万年前にこの大陸に

やってきたと言われ、約250もの異なる言語グループに分かれて大陸全土で其々の気候に適応した生活

を繰り広げていました。オーストラリアの入植が1788年に始まると、彼らの生活は激変し、様々な社会

変化をこうむります。現在では、入植以前の言語や慣習が色濃くみられる中央砂漠と北部、より激しい

社会変化にさらされてきた南東部で生活には大きな違いがみられます。その一方で植民地化の苦境や権

利回復運動などの経験の共有に基づく連帯意識を育んできた歴史もありますし、個々人の生の軌跡の違

いも大きいです。近年の博物館での遺骨返還や歴史認識、「和解」など、先住民をめぐっては様々なダ

イナミズムが現在進行形で起こっています。 

研究紹介 
オーストラリア先住民の中でも、「先住民」の「典型的なイメ

ージ」とは少々異なり、都市に住んできた人々や真珠貝採取業

によって移住してきた日本人移民とのミックスの人々について

研究をしてきました。これらの課題は従来の先住民に関するコ

ミュニティ概念の根本を問いたり、先住民研究と移民研究、ミ

ックス・レイス・スタディーズといった分野の交錯を必要とし

ます。これまでの積み重ねを尊重しつつ、従来の学問観の基盤

を問い続けるのが必要な姿勢だと常に感じています。 
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 オセアニア地域基礎 
 英語で学ぶオセアニア 
 「先住民族」から見る 
 「先住民族」から考える 

   

オーストラリア先住民研究 

『オーストラリア先住民と日本』 

『オーストラリア多文化社会論』 

 

日本人移民研究 
『オーストラリアの日本人-過去、そして現在』 

『Hapa Japan Vol1: History』 

 関連する分野 
 

 オセアニア地域研究 
 移民研究 
 先住民研究 
 ミックス・レイス・スタディーズ 

出版物 
 

 『オーストラリア先住民と日本』 
 『オーストラリア多文化社会論』 
 『萌える人類学者』 
 『Hapa Japan Vol1: History』 
 『オーストラリアの日本人-過去、そして
現在』 
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先住民族ゼミ   

 
 

どのようなゼミか 
このゼミの趣旨は、「周縁」に位置づけられてきたものー先住

民族やオセアニアーの事例をきっかけとして、「世界」をみる

ということです。従来支配的であった近代西欧的なシステムに

対して彼らの存在は問いを突き付け続けてきました。そこ関わ

る研究を見ていくことで、今日の社会を相対化する視点を養う

ことを目指します。同時に、自らが疑問を持ったことを調べ形

にするプロセスは、大学を離れても一生使えるツールです。こ

こでは、学生の方たちが自分の興味に合わせて勉強するのを手

助けするのが基本姿勢です。 

  

 

 卒論 
 

 『「マオリかどうかは自分で決める」: 
民族と他者表象、先住民の視点か
ら』 

 『人々が「行き当たりばったり旅」をす
る理由とは』 

 『表象における自己／他者の権力
関係は乗り越えられるのかーブラジ
ル先住民ビデオ制作運動の分析を
通して』 

 『先住民主体の「持続可能な開
発」と企業参画の可能性―ブラジ
ル・マナウスにおける日系企業の活
動を事例にー』 

 
 

（１）先住民族（Indigenous Peoples）という言葉は現在、い

わゆる入植国家（北米、オーストラリア、ニュージーランドな

ど）をこえて世界中で広く使われています。「先住民族」とい

うのは、植民地化の成立のプロセスにおいて作り出された存在

ですが、彼らのマイノリティとしての状況は、脱植民地化を遂

げた国民国家の少数者にも共有されていると指摘されるように

なってきました。重要なことは、「先住民族」なくして近代的

国民国家やそれを前提とする現代の世界システムは存在しなか

ったということです。このゼミでは、先住民族と「国民国家」

「伝統」「環境」などのコンセプトの関わりを探ることで近代

西欧的価値観を問い、先住民族自身の人、環境、自己などとの

関わり方を見ることで、今日の世界がそうでなくてはならなか

ったのか、を問えるようになることを目指します。 

（２）ここでの「オセアニア」は島嶼部を想定しています。

（オーストラリア、NZ,ハワイなどは(1)に該当します）。オセ

アニアは海に基づいた世界観を繰り広げてきたところです。オ

セアニア島嶼部では現在一見近代的国民国家が成立しているよ

うに見えます。しかし、近代西洋的なシステムは彼ら独自の在

り方と様々な絡まりあいをもたらしてきました。「オセアニ

ア」を興味の入り口とする場合は、それらを観察し、今日の世

界の在り方を考えていきます。 

 
 

 

おススメの本 
 

 ベネディクト・アンダーソン『想像の共
同体』 

 ホブズボーム＆レンジャー『創られた
伝統』 

 モーリス＝スズキ『批判的想像力の
ために』 

 クリフォード『ルーツ』 
 保苅実『ラディカル・オーラル・ヒストリ
ー』 
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